
 
■ H21(2009)年4月16日  

平成21年度 京浜河川事務所事業概要（神奈川県域）

 

 
京浜河川事務所は、多摩川、鶴見川、相模川及び沖ノ鳥島の3河川1島を管理している事務所
です。 

当事務所では、増加傾向にある集中豪雨等を踏まえ、水害を未然に防止し、流域の皆様の安
全、安心を確保するため、河川構造物や河川堤防の強化、防災拠点などのハード面での対策
の他、防災情報の提供などのソフト対策に取り組んでいます。

また、快適で豊かな河川環境を提供し、地域の皆様に気楽に水辺を楽しんで頂くために自然
再生、美しい水環境の保全などの環境整備事業、河川空間内のバリアフリー化等を推進して
います。

平成21年度の主要事業（神奈川県域）は次のとおりです。

● 多摩川 ： 堰の改築 （二ヶ領上河原堰改築）

   無堤部の解消 （二子玉川南地区）

   堤防の安全性向上 （堰一丁目地区）

   高規格堤防の整備 （港町地区、東古市場地区）

● 鶴見川 ： 流下能力の向上 （潮見橋架替、河道掘削）

   土壌無害化処理 （鶴見川多目的遊水地）

   堤防補強 （駒岡五丁目地区） 

● 相模川 ： 無堤・弱小堤の解消 （萩園地区他）

   河川利用の促進 （馬入地区ふれあい施設整備）

   堤防の維持管理 （堤防除草）

【資料は巻末に添付しています】

平成21年4月16日発表 

国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所 



発表記者クラブ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ、神奈川県政記
者クラブ

問い合わせ先 * 国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所

 ･ 副所長 山口 充弘 TEL.045-503-4000(代表)

 ･ 計画課長 伊藤 和彦 TEL.045-503-4091(直通)



 
■ H21(2009)年4月16日  

平成21年度 京浜河川事務所予算概要

事業費（百万円） 

予算項目
前年度 

事業費 

（当初）

今年度 

事業費
対前年度比

河川整備事業費 
※ 河川都市基盤整備事業費含む

河川改修関係 

・一般河川改修 ※ 

・特定河川改修 ※ 

・高規格堤防整備 ※ 
※ 河川都市基盤整備事業費を含んだ事業費

6,581.0 
3,086.0 
1,821.0 
1,674.0 

6,896.0 
3,410.0 
1,886.0 
1,600.0 

104.8 % 

110.5 % 

103.6 % 

95.6 % 

河川維持修繕費 1,659.3 1,703.3 102.7 %

河川工作物関連応急対策事業費 32.6 30.0 92.0 %

河川事業調査費 3.6 － －

河川総合開発事業調査費 3.3 － －

都市水環境整備事業費 河川環境整備事業費 505.0 292.0 57.8 %

(項)附帯工事費  7.7 13.0 168.8 %

受託工事費  482.0 158.8 32.9 %

海岸事業費
海岸事業調査費 80.0 83.8 104.8 %

海岸維持管理費 221.0 271.0 122.6 %

災害復旧事業費
河川等災害復旧費 

（多摩川過年災）
138.3 0.0 －

計  9,713.8 9,447.9 97.3 %
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平成平成2020年度事業概要年度事業概要 補足資料補足資料

平成20年5月8日

国土交通省 関東地方整備局

京浜河川事務所

平成20年度 京浜河川事務所事業概要 記者レク
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平成１９年９月台風９号による多摩川の出水概要平成１９年９月台風９号による多摩川の出水概要
●台風９号の影響により、多摩川では1982年（昭和57年）以来の2525年ぶり年ぶりの大洪水

（財）日本気象協会提供

■位 置 伊東市の付近
北緯 35度 0分
東経139度10分

■強 さ 強い
■中心気圧 965hpa
■最大風速 中心付近で35m/s
■進行方向 北北東
■進行速度 20km/h

最接近時の経路図

横浜地方気象台提供 0 25 50 100 150  200 250  300 350  400 500

降水量分布図（9/5 1:00～9/7 24:00までの合計）

●小河内観測所において、観測史上最高の累加雨量710mm710mmを記録。
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9/79/69/5

石原水位観測所（河口から約28km）

●今回石原水位観測所で記録したピーク水位
（6.02m：9/7 6:20）は戦後２番目戦後２番目。
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◆◆ 台風９号による出水の概要台風９号による出水の概要 多摩川各地の状況多摩川各地の状況

田園調布(上)-河口から約13.4km

通常時 9/7 2：50

田園調布（上）地点

日野橋-河口から約39.9km

通常時 9/7 6:00

日野橋地点
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平成19年 台風９号の状況
（9/7 10時頃 二子玉川駅から）

水
の

流
れ

二子玉川南地区は、東京都23区内で唯
一の無堤部（堤防が無い川の中）です。

近年の台風や頻発する集中豪雨による
出水時の状況を考慮すると、この地区に
暮らす皆様の生命と財産を守るため、早
急に堤防の整備を推進します。

二子橋

兵庫島公園

二子玉川南地区

多
摩

川
の

流
れ

堤防整備イメージ堤防整備イメージ

多摩川の課題：多摩川の課題：無堤部対策無堤部対策

平成19年台風9号の最高水位

世田谷区側 川崎市側洪水による浸水被害
を防ぐ堤防を整備

▼計画高水位

二子玉川南地区無堤部解消プロジェクト

※ 現時点の整備イメージで最終的に異なる場合があります。

二子玉川駅

撮影範囲
撮影範囲
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住工密集地域のまち

堤防にさえぎられている眺望

良好な空間の創出
オープンスペースは避難場所
としても利用できる。

整備前

眺望が開け、親水性が向上整備後

洪水と地震に強い堤防

良好な空間の創出
オープンスペースは避難場所
としても利用できる。

整備前

眺望が開け、親水性が向上整備後

洪水と地震に強い堤防

まちづくりと一体となって災害に強いスーパー堤防の整備

下丸子地区（東京都大田区） 戸手地区（川崎市幸区）
H19.11.21撮影H20.3.29撮影

堤防の緩傾斜化

平成２０年３月現在 多摩川高規格堤防整備状況

殿町第一地区

大師河原１丁目地区

大師河原第二地区

中瀬地区

戸手地区

小向仲野地区

古市場地区

下丸子地区

鎌田地区
染地地区

矢野口地区

稲城北緑地公園地区

大丸第一地区
東町地区

港町地区（H20新規）

東古市場地区スーパー堤防完成地区

スーパー堤防整備中地区

スーパー堤防H20新規地区
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中原区

幸 区

川崎区

大田区

丸子橋

第3京浜

世田谷区

高津区

中原区

幸 区

川崎区

大田区

丸子橋

第3京浜

世田谷区

高津区

高規格堤防推奨区間（右岸側）の整備方針

高規格堤防推奨区間（重点整備区間）である多摩川右岸下流部においては、一連区間の完成を目指す。また、堤防強化 （殿町、港
町）、無堤部（戸手）の解消も併せて実施し、治水効果を高める。

高規格堤防推奨区間（左岸側）の整備方針

工場、事業所等の建替や再開発にあわせて事業化に向けた調整をすすめていく。また、地区計画等のまちのルールづくり、密集市街
地の環境改善、防災性能向上のためのまちづくり、基盤整備事業の推進とあわせて事業化を図る。

H２０.３月現在

H２０.３月現在

調整地区完成時

調整地区完成時

3.9％

1.9％

24.3％

4.2％

3.8％

4.2％

1.9％

11.1％

◆多摩川全体の整備率

◆推奨区間の整備率

･･･左岸 ･･･右岸

･･･左岸 ･･･右岸

多摩川高規格堤防重点整備区間の状況

（左岸） 11.6km

高規格堤防推奨区間

高規格堤防推奨区間 大師河原第二地区

中瀬第一地区
戸手地区（下流部）

古市場地区

多摩川二丁目地区

下丸子地区

【 】

大師河原一丁目地区

高規格堤防推奨区間
（右岸）16.5km

【 推奨区間図面 】

平成19年度までに完成している地区

平成20年度現在事業中・調整中の地区

計5.8％

計13.0％

計8.0％

計28.5％
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多摩川不法係留対策

平成１９年度に羽田地区で実施した行政代執行「第Ⅰ期」の概要

大田区羽田地区

H16.10撮影

H20.3撮影

第Ⅰ期対象範囲

第Ⅰ期対象範囲

暫定係留施設

実施前

実施後
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多摩川不法係留対策

平成２０年度は、昨年度に続き羽田地区において行政代執行「第Ⅱ期」の実施を
予定しているとともに、六郷地区においても不法係留船対策を予定しています。

羽田地区

六郷地区

川崎市六郷地区

大田区羽田地区

第Ⅱ期対象範囲

H20.3撮影

対象範囲

行政代執行イメージ

※ 対象範囲内の不法係留船舶・桟橋等が対象となります。
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土壌無害化処理の経緯

異物混入土写真

囲
繞
堤

H11. 5～ 遊水地排水門建設工事に伴う掘削土にPCB等含有を確認。土壌、水質等の調査実施
H11.12 「鶴見川多目的遊水地土壌処理検討委員会」発足
H12.10.30 第５回土壌処理検討委員会において、以下の３事項を決定

①一時保管対策工の施工計画
②モニタリング方針
③無害化処理技術実証実験方法（３工法の絞り込み）

H13. 2     「鶴見川多目的遊水地土壌処理ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ委員会」発足
H13.3～H14.5 土壌対策一時保管工事（遮水構造を施した保管施設）
H14. 4     「鶴見川多目的遊水地無害化処理技術評価委員会」発足
H14. 6     ワールドカップ大会開催
H15. 6     遊水地運用開始
H17.3～6 技術公募
H17.11.16 確認実験技術（４工法）の選定
H18.8～9 確認実験の実施
H18.12.18 確認実験評価委員会の開催（無害化処理４技術の有効性を確認）
H19年度 横浜市と事前協議
H20年度 土壌無害化処理工事契約（５年国債）

一時保管箇所

越
流
堤

土壌無害化処理の経緯
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覆 土 厚さ500mm
粘土層等 厚さ500mm
不織布 厚さ10mm
遮水シート(アスファルトシート) 厚さ3mm
不織布 厚さ20mm
砕 石 厚さ300mm

異物混入土の一時保管状況

H17.5.20確認実験試料
見学会での資料状況

濃度の低い 一時保管土Ｂ約95,000㎥
（ＰＣＢの含有量が10mg/kg未満、且つダイオキシン類
の含有量が1,000pg-TEQ/g未満の異物混入土）

凡例

比較的濃度の高い 一時保管土Ａ約5,500㎥
（ＰＣＢの含有量が10mg/kg以上、又はダイオキシン類
の含有量が1,000pg-TEQ/g以上の異物混入土）
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鶴見川ふれあい施設整備

環境学習フィールド整備環境学習フィールド整備

新羽町地区新羽町地区

環境学習フィールド整備予定箇所
（新羽町地区）の市民活動状況
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相
模
湾

湘
南

銀
河
大
橋

馬
入
橋

湘
南
大
橋

相模川→

神
川
橋

直轄管理区間 ６.６km

完成堤

弱小堤

無堤

樋管等

相模川全体の整備率６１％

まだまだ築堤整備が必要

相模川相模川直轄管理区間堤防整備状況（平成直轄管理区間堤防整備状況（平成１９１９年度末）年度末）

萩園地区

8.3km

3.8km

1.6km
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相模川水辺利用施設整備

散策路整備

平塚市

相模川水辺利用施設整備計画

グラウンド

花畑

グラウンド

水辺の楽校

茅ヶ崎市

干潟

階段整備等

H18まで

H20年度

H21以降

馬入水辺の楽校での活動状況

グラウンドの利用状況
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海岸事業調査費の概要海岸事業調査費の概要



16

海岸事業調査費の概要海岸事業調査費の概要
















































